
次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

特
許
庁
以
外
の
条
約
に
規
定
す
る
国
際
調
査
機
関

が
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
規
則
16.1
⒜
の
規
定
に
基

づ
き
要
求
す
る
調
査
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
本

邦
通
貨
の
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
際
調
査

機
関
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

特
許
庁
以
外
の
条
約
に
規
定
す
る
国
際
調
査
機
関

が
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
規
則
16.1
⒜
の
規
定
に
基

づ
き
要
求
す
る
調
査
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
本

邦
通
貨
の
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
際
調
査

機
関
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

欧
州
特
許
付
与
に
関
す
る
条
約
第
四
条
に
規

定
す
る
欧
州
特
許
庁

三
十
四
万
五
千
九
百
円

一

欧
州
特
許
付
与
に
関
す
る
条
約
第
四
条
に
規

定
す
る
欧
州
特
許
庁

三
十
二
万
三
千
七
百
円

二
・
三

﹇
略
﹈

二
・
三

﹇
略
﹈

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
後
に
特
許
庁
が
受
理
す
る
国
際
出
願
に
係
る
手

数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
特
許
庁
が
受
理
し
た
国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

そ
の
他
告
示

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
十
六
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

法
務
大
臣

平
口

洋

東
京
法
務
局
所
属

菱
沼

洋

〇
外
務
省
告
示
第
七
十
四
号

令
和
八
年
一
月
二
十
七
日
に
バ
ン
ジ
ュ
ー
ル
で
、
食
糧

援
助
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ガ
ン
ビ
ア
共

和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

二
億
円

３

署
名
者

日

本

側

赤
松
武
在
ガ
ン
ビ
ア
大
使

ガ
ン
ビ
ア
側

セ
リ
ン
グ
・
モ
ド
ゥ
・
ニ
エ
外
務
・
国

際
協
力
・
在
外
ガ
ン
ビ
ア
人
大
臣

令
和
八
年
三
月
二
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
七
十
五
号

令
和
八
年
二
月
三
日
に
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
ー
で
、
灌か
ん

漑が
い

施
設

の
持
続
可
能
な
利
用
の
た
め
の
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
機
材
整
備
場

整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の

交
換
が
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

灌か
ん

漑が
い

施
設
の
持
続
可
能
な

利
用
の
た
め
の
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
機
材
整
備
場
整
備
計
画
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

十
四
億
五
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

長
島
純
在
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
大

使

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
側

カ
ラ
モ
コ
・
ジ
ャ
ン
・
マ

リ
ー
・
ト
ラ
オ
レ
外
務
大
臣

令
和
八
年
三
月
二
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
四
十
六
号

獣
医
療
法
施
行
規
則
（
平
成
四
年
農
林
水
産
省
令
第
四

十
四
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項

の
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
次
の
よ
う
に
定

め
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

獣
医
療
法
施
行
規
則
第
十
条
の
二
第
一
項
の
農
林
水
産

大
臣
が
指
定
す
る
も
の
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
協
会
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
南
丹
市

園
部
町
竹
井
郡
豆
一
四
の
二
〇

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
四
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
京
都
市

北
区
大
森
東
町
一
九
三
の
二
・
大
谷
四
八
の
二
・
四
九

の
二
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
京
都
府
庁
及

び
京
都
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
上
伊
那

郡
中
川
村
葛
島
一
八
七
九
の
五
・
二
二
二
一
の
五
・
二

二
二
二
の
五
・
二
二
二
五
の
二
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
長
野
県
庁
及

び
中
川
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
恵
那
市

武
並
町
竹
折
字
島
田
六
五
八
の
四
・
六
五
八
の
六
・
六

五
八
の
七
・
六
五
八
の
九
・
字
神
ノ
木
七
五
五
の
三
・

七
五
五
の
二
三
・
七
五
五
の
二
四
・
七
五
五
の
二
八
か

ら
七
五
五
の
三
一
ま
で
（
以
上
十
一
筆
国
有
林
）、
字

石
仏
七
八
八
の
七
・
七
八
八
の
八
（
以
上
二
筆
国
有

林
）、
七
八
八
の
二
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
五
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

群
馬
県
吾
妻
郡

東
吾
妻
町
大
字
五
町
田
字
吹
上
一
六
六
九
の
一
三
（
国

有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
瀬
戸
市

春
雨
町
二
二
の
二
三
、
萩
殿
町
四
丁
目
六
二
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
特
許
庁
告
示
第
二
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

第
八
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
年
特
許
庁
告
示
第
二
号
（
特
許
庁
以
外
の
条
約
に
規
定
す
る
国
際
調
査
機
関

に
対
す
る
調
査
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

特
許
庁
長
官

河
西

康
之


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